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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。

ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。 Vo1．24
．

［充実した老後のくらしをつくりたい］

■選挙の応援で全国をまわっていると、いろんな出会いが

あります。「声が似ていると思ったら、やっぱり円さんだった」

と出てきてくれる人（それも、通りに誰もいない沖縄の石

垣島だったり）、「『主婦症候群』、今も持ってます」と20

EL”X上前の私の本を覚えていてくれるなど、ありがたいこ

とです。かと思うと、東京の荒川区では、足が悪く歩行器

を押しながら歩いてい

た人が、「昔、相談に行

き、子どもを連れて家

を出るかどうか悩んで

いた私を勇気づけ背中

を押してくれた。それ

で3歳の娘を引き取れ

た。娘と二人で大変だ

ったけど幸福に暮らし

てきました」と言われ、

「よかった』と思った

瞬間、「その娘が昨年先

立ちました。今、私は

一人で老人ホームに入

）ていますが、今日、

ここで円さんに会えた

のは天国の娘が引き会

わせてくれたとしか思

えない」と。言葉が出

ず、手を取り合って二

人で泣いてしまいまし
た。

■離婚講座を続けてい

た頃、全国から相談に

来る人がいました。障

がいを持つお子さんの

いる方も多く、夫は障

がいを持って生まれた

一物＼
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子の存在に耐えられず、離婚を突きつけて出て行ってしま

い、彼女は働きに出ることもできず、実家は公営住宅に住

み生活保護を受けている病弱の母一人。「私の体力ではこ

の子を看るのはムリ。娘が働けば何とかなるのですが」と

国立女性教育寵
　姓教育情報センタ7〆

一緒に来た相談者の母が嘆く通り、4歳の男児は　　　早

がいで一刻もじっとしていない。

■話をじっと聞き、その人の持つ潜在能力が弓1き出せるよ

うにできたとしても、それだけでは解決できない共通の社

会的問題がどのケースにもありすぎて、政治の力でしか解

決できないのではとの思いが、私が政界に入った大きな動

　　　　　　　　　　　　　　機の一つですが、全国

で声をかけてくれる人

たちに出会うたびに、

まだまだ道半ばという

力量不足の思いにから
れます。

■失業率は当時より高

く、ワーキングプアの

典型の母子家庭の経済

状況は悪化しています。

子どもをようやく育て

終えたいわゆる「寡婦」

は就ける仕事が少なく、

無年金・低年金のため、

母子家庭時代より生活

苦にあえいでいる人が

少なくありません。平

均寿命が延び続け、元

気で長生きできること

は喜ばしいことですが、

このままでは貧困に陥

る高齢女性が増力為し続

けることになります。

■離婚講座を開くきっ

かけの一つにもなった、

北欧諸国での高齢者の
ための住居・医療・介護・

年金を基本にした充実

したくらしを、ぜひ与党となった今、早急に実現していき

たいと思っています。

■そのためにも来夏の参院選、全国比例で再挑戦するつも

りです。　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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1＊今回は、この活動を応援してくだ1
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　「子どもHAPPY化計画」は、ハンド・イン・ハンドの会の

30周年を記念して20～30代の若者の有志が集まって設立し

たプロジェクトです。NPOやボランティア支援者などを繋げ

て総合的な支援活動を行えるようなプラットフォームを作り、

日本に暮らすすべての子ども達がHAPPYに成長できる社会

の実現を目指しています。

　今年4月25日の「脱1子どもの貧困サバイバルシンポジウ

ム」開催以降、精力的に活動を行い、定例勉強会（毎月第3水曜

日）は毎回定員を超すご応募をいただいています。またNPO法

人キッズドアプロジェクトの、国内の支援が必要な子どものも

とヘボランティアの大学生を派遣する「ガクボラ」のサポートを

行っています。［4ページ下・囲みを参照］一生懸命がんばって

いますので、みなさま、これからもご注目ください1　（満木）

■すべての人が持てる力を発揮し、

　　支え合い、構築する社会を目指して

社会福祉法人プロップ・ステーション理事長竹中ナミさん

●1948年、兵庫県神戸市生まれ。小学生の頃から家出を繰り返し、15歳で
高校除籍、翌年結婚、ゴンタクレな10代を過ごす。24歳で重症心身障がい
児の長女を授かったことから、障がい児医療・福祉・教育について独学。障

がい者の自立支援組織活動に参加後、91年「プロップ・ステーション」創

設、98年に社会福祉法人格を取得し、理事長選任。エイボン女性年度教育
賞、総務大臣賞、アメリカ大使館から「日本の勇気ある女性賞」などを受賞。

匿世の中がおかしいと思ったら、

ルールや常識を疑ってみる
　私には36歳の娘がいます。娘はお医者様の発達診

断によると「生後3カ月未満」だそうで、音が耳に入

ってもその意味はわからない。全盲なので私のことも

わかりませんし、機嫌のいい時と悪い時とで違う声を

発します。介護で重度の認知症の家族がいる状況を想

像していただけるとわかるかもしれません。「そんなお

嬢ちゃんがいて大変ですね」と言われたりするんです

が、私はこの娘を授かったおかげで、ものすごいパワ

ーをもらって、素晴らしい人たちとの出会いに恵まれ、

たくさんのことを学ぶことができたんです。

　娘が小さい時、父が私に向かって「おまえのために、

俺がこの子を連れて死んだろ」と言ったんです。その

時、「こういう子どもを連れて死ななあかん日本って

おかしい1何か間違ってる」と思いました。私は子ど

も時代にド貧乏な生活を経験しまして、13年間で7

回引っ越し、10代の時は家出を繰り返すような不良

だったもので、世の中がおかしいと思ったら、まずル

ールや常識を疑ってみる指向があるんですね。しかも、

娘のおかげで世の中のルールについて真剣に考えるよ

うになった。本当にラッキーやったと思います。

　昨今、精神的疾患になられる方が多いですが、ルー

ルに合わせられない自分があかんのと違うかと考えて

しまう、とても真面目な方ばかりだと感じます。自分

の存在をマイナスと捉えてしまわれるのでしょう。そ

れは悩みを持つすべての人に言えることで、ひとつの

出来事をマイナスと思うかプラスの種と思うかによっ

て、大きく人生は変わるんですね。そのことに気づい

てほしいし、それを伝えていくのも私のひとつの仕事

だと思っています。

（2）



2009年11月1日　隔月1日発行　第249号　ハンド・イン・ハンド

差障がい児を抱えた
シングルマザー「背水の陣」

　結婚25年目で、私は娘を抱えて離婚、シングルマ

ザーになりました。しかし、重度の障がい児と一緒に

いては仕事ができない。障がい者の自立支援組織に参

加して、「障害があっても働いてお金を稼ぎたい」「や

りがいを持ちたい」という人たちの自立支援をする「就

労部門」をつくり、そこを独立させて「プロップ・ス

テーション」を立ち上げました。障がい者の仕事をつ

くり、自分が食べていくための仕事もつくる。まさに

「背水の陣」から生まれた、一石二鳥だったんです。

　プロップ・ステーションでは、「チャレンジド（障が

い者）を納税者にできる日本！」をキャッチフレーズに、

パソコンと情報通信を使って、在宅ワークを中心とし

た仕事をしています。作業所と呼ばれる日本で障がい

者が通う施設は、補助金で職員を雇い、通う人は月1

万円とかもらって福祉就労に頼っている。でも、それ

はおかしい。何年か通って勉強すれば、その施設の役

割を担えるとか、身につけたスキルを活かして外で仕

事ができる仕組みにするべきです。だからこそ、私た

ちの組織をモデルにしなくてはと思います。例えばプ

ロップでは、スキルを身につけたチャレンジドが次の

チャレンジドを育てる講師を務めますが、寝たきりの

絵が上手な女性だって、ベッド上からテレビ会議を通

してグラフィックの指導ができるのがICTの凄さです。

そうやって身につけた技術を次の人に指導して、組織

の仕事量を増やせるようにしていきたいんです。

　ところが、それを実現させるには、作業スピードが

健常者より遅いですから、量や速さでなんぼという仕

事は不向き。クオリティの高い仕事ができるスキルを

磨かないとダメで、それはプロから学ぶ必要がある。

そうやって全てを逆算して動いています。今すぐ仕事

が欲しいからと目先の安い仕事を取ってきてしまった

ら、仕事の単価は安いわ、作業スピードが遅くて量は

こなせないわで、マイナスのスパイラルにはまってし

まいます。当然、二次、三次請けの仕事はだめで、発

注元であるクライアントに価値を評価していただき、

直接取引する。そのための営業に私が専念できるのも、

パソコンできっちり仕事をこなしてくれる人、事務所

を守るスタッフなどがいてくれるおかげです。

　とはいうものの、実は私にはコンピュータの知識は

全くなかったんです。いろんな所に協力をお願いして

いくなかで、ある日突然、かじったリンゴマークの大

きな箱がいくつも届いてびっくり。ありがたいことに

アップル社さんがMacのパソコンを寄付くださった

んですが、当時はそれがどれだけ高価なものか、ソフ

トを入れて使うということすら知らなかったんですよ。

1経済の活性化には
モチベーションがすべて

　プロップを社会福祉法人にしょうとしたとき、仲間

のお金を集めても100万円に満たなかったのに「施設

を持たない二種社会福祉法人の設立には1億円の基

金」が必要でした。私の話を聞いたマイクロソフトの

社長は、「アメリカではビジネスベンチャーとソーシャ

ルベンチャーがしっかり組んで社会に役立つ技術が

次々と伸びている。日本ではまだまだ先のことと思っ

ていたけど、あなたがしようとしていることはソーシ

ャルベンチャー。だから投資します」と、1億円を投

資してくださったんです。びっくりする金額でしたが、

決して卑下することはない、誇りを持って結果でお返

ししょうと思いました。「応援してよかった」と言われ

ることが、「みんなが見てくれている、期待されている」

という、メンバーのモチベーションにもなります。

　私は自分の役目を、人と人をつなげる「メリケン粉」

やと思っています。メリケン粉は関西人の大好きなお

好み焼きの「つなぎ」。重度の障がい児のおかんがこう

なったというモデルとして発信すれば、「うちもできる

かも」と思ってもらえるかもしれない。そしていろん

な所に飛び算していったら、今度はそういうグループ

と横につながっていけたらと思います。今までの政治、

福祉は、ほとんどがヒエラルキーをつくってきていて、

下にいる者は常に上に委ねたりぶら下がったりしてい

たわけです。でも、そうじやない。納税者になれるん

です。政治が、行政がおかしいと言う前に、自分たち

でモデルをつくって、それに沿った政策や制度につい

て発信する側になろうよ、ということです。

　障がい者というハンディも、貧困者というハンディ

も、チャンスにできます。経済の活性化は人のモチベ

ーションで決まる。産まれてよかった、生きていてよ

かったと思えることが原点やと思うんです。「モチベー

ションなんてないんでしょ？」と思われているであろ

う重度の障がい者たちが、モチベーションさえあれば

やれてしまうことを見せる、この快感（笑）。人の力が

眠らされていることほどもったいないことはありませ

ん。「私を働かさない日本はもったいない！」の精神で

いきましょう。私の父は84歳で亡くなる前に「おま

えがこんなに支援者に囲まれて頑張って、あの時、連

れて死なんでよかったよ」って言ってくれました。

　どんなにハンディがあると思える状況も、それは個

人ではなく社会の問題だと気づければ、必ず解決策が

見つかります。「チャレンジド」は、そういう意識改革

の言葉やと思っています。力を合わせて「すべての人

が持てる力を発揮し支え合う、ユニバーサル社会」を

実現しましょう。　　　　　〔取材・執筆／羽塚順子〕
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■子どもの貧困を解決する言葉のチカラ
　　親、子、地域をつなげるコミュニケーションの可能性

全司法労働組合員遠藤啓示さん

●1959年生まれ。中央大学文学部哲学科卒業後，家庭裁判所調査官として勤務しつつ、

全司法労働組合に属して裁判所の内外で活動・発言を行っている。また、親子関係のコ

ミュニケーションを改善するツールとして「三業（おやぎょう）」に1980年代から
注目し、インストラクターの資格をいち早く取得。臨床心理士等の資格を有し、司法福

祉学会をはじめとする各種学会に所属し、犯罪心理学会では研究発表を行う。

■誰でも子育て初心者

　長年、私は少年の非行からの更生や夫婦トラブルの

解決のお手伝いしています。どうしてこの道を選んだ

のかはハッキリとしませんが、子ども時代の体験が関

係していると思います。私ば「素直さ」を求められる

家庭に育ち、親の言うことを聞き、親の言う通りに行

動する「良い子」でした。でも、ある時、親の求める「素

直さ」は「従順さ」だとわかったのです。「素直さ」は、

自分の感情や考えをありのままに表現する「自由」に

近いものであるはずです。ところが、親は自由に行動

するよりも、従う子どもを望んでいました。確かに、

親の言うことを聞いていれば、間違いは少ないのかも

しれません。だけど、「従川里さ」のなかに幸せがあるか

というと疑問が残ります。可能性を制限するだけでは

なく、子ども自身の満足が置いていかれるからです。

　子育ては大変です。見本はなく、教えてくれる人も

おらず、自己流で子育てをしているのが大半だと思い

ます。だからこそ親は、地域、学校、社会、友人など

と一緒に子育てをして欲しいのです。社会が育てると

いう視点が必要だと思います。

親子をつなげる1
コミュニケーションのコツ

　かつて私は、子どもと親がすれ違うのは、世代が異

なるので仕方ないと思っていました。しかし、「三業（お

やぎょう）」を学んでから、世代間は超えられると確信

しました。親業訓練インストラクターが教えているコ

ツをお話しましょう。まず、話を聞く時は、能動的に

聞きます。うなずくだけでも良い。大切なのは、この

段階で相手の話に評価を加えないことです。良い悪い

と決めつけたり、勝手に解釈をしたりしないで、ロを

挟まず聞いていきます。十分に聞いたところで、初め

て主張します。決して、自分の意見を押し付けるので

はなく、自分の意見を伝えることに徹します。話す時

には「私」を主語にすると良いでしょう。「アンタが悪

い」ではなく、「私は○○と思うよ」という具合です。

誰でも頭ごなしに言われるのは気分が良くありません。

＠　　　敏宵絡差に立ち向かう」

　　　學生ボランティアによる畑瀬の子ど彰支援チーム［ガクホラ】にご注渇ください」

　お茶の水女子大学文教育学部の耳塚寛明教授の研究調査か

ら、「保護者の年収が高くなるにつれて学力テストの点数が高

くなる」、「保護者の年収が高くなるほど家庭での子どもの学

習時間が長くなるという」結果が出ました。親の貧富の差が

教育格差につながっていることを顕著にあらわす結果です。

　母子家庭では、ほとんどの母親が働き、家事も子育ても行

う多忙な生活を送っています。子どもの勉強を見てあげる時

間がとれない、塾や通信教育にかけるお金もない、と悩んで

いる方も多いと思います。

　そんな中、「こどもHAPPY化計画」のメンバー団体である、

特定非営利活動法人キッズドアが独立行政法人福祉医療機構

の助成金を得て、学生ボランティアを主役とした日本の子ど

もを支援する［ガクボラ］をスタートします。国内の子ども

を支援したいという大学生や専門学校生をボランティアとし

て登録し、支援が必要な施設や家庭、また地域の学校につな

ぐことで、多くの子どもたちに無料の教育支援や様々な体験

活動を提供しようという試みです。

　具体的には、児童養護施設と連携してボランティアで家庭

教師をしてもらう、母子家庭支援団体と連携して無料の勉強

会を開く、公立小中学校の長期休暇中に学校で無料の学習＆

体験キャンプを開催するというようなことで、母子家庭への

無料家庭教師の派遣なども考えています。11月からはいよい

よ大学生ボランティアの登録を開始し、教育支援が必要な施

設、団体、学校とのマッチングも始まります。

　［ガクボラ］は困難な状況にある子どもたちと、学生との

交流を活発化させることで、子どもたちの「やる気」を出さ

せる、学生たちも子どもとの触れ合いをとおして、今の子ど

もたちを巡る社会や、それを取り巻く環境を実感してもらう

ことも大きな目標です。

　親の収入に関わらず、すべての子どもが十分な教育を受け

るチャンスを得る試みとして、［ガクボラ〕の今後に期待して

ください。

■［ガクボラ］に関するお問合せレレレ内閣府特定非営利活動法人キッズドア［ガクボラ］事務局■

　〒103－OO27　東京都中央区日本橋3－2　一一　14　日本橋KNビル4F区］gakubora＠kidsdoor．net
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「あなたは○○だ」と評価を下すよりも、「私は○○と

感じる」と、私の意見や気持ちをいうのです。

　そして、この「私メッセージ」には、行動、影響、

肇募と議繋議無熱難題讐レ
対立がうまれるかもしれません。

　子に「ムカつく」と言われると、親もムカッときます。

しかし、「ムカつく行動」がどんなもので、「どんな影

響を与えている」か、それで「どんな気持ちになって

いる」かをちゃんと話せば、メッセージは正確に伝え

られる可能性が高まります。伝えたいこともキチンと

受け止められ、互いが話しやすくなるはずです。この

コミュニケーションのコツは、子どもと接触する貴重

な時間の質を高めてくれると思います。

■“地域”を超えて

　子どもにとって、親は面倒くさい存在です。しかし、

いつも側にいて、最後まで支持してくれるとしたら、

それは信頼や安心となり、子どもに生きる力を与えま

す。家の外にも子どもと親をサポートしてくれる味方

がいるとしたら、更に心強いでしょう。支援機関だけ

ではなく、地域の中に子どもたちが集える場所ができ

たらと願います。コンビニやレストランの店長に、保

護司や相談役になってもらえたらどうでしょう。その

店でアルバイトができたら、「溜まり場」は「教育の場」

になるかもしれません。生活の多様性が進んだ現代は、

自治体や行政区などの地理的な枠組みを超えて、子ど

もと親をサポートできる社会的資源があるはずです。

家の外にも味方がいるという安心と信頼が、子どもの

心の貧困を救うと信じます。［取材・執筆／小山訓久コ

。●●●●●●●●o●●●●●●■●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●o●oo●●・●●●●．●・●●

　　　　　　　　不十分な言い方

：子「ムカつく！」→親「ムカつくとは何よ1」　　　　i

i親「ご飯を食べなさい！」→子「関係ねえよ」　　　i
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i親「アンタは返事もできないの！？」→子「うるさいな」i

：自分の主張を言っているようで、実は不十分。キチン：

iと自分の言いたいことを含めていないうえに、相手i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：にも十分に伝わっていない。　　　　　　　　　　：
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　親鳥が教えてくれるコミュニケーションのコツ

：「ムカつく！」の代わりに→「部屋に入られると、私：

：の生活が覗かれるようで恥ずかしいの」　　　　　　i

i「ご飯を食べなさい1」の代わりに→「ご飯を食べi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：ないと、元気もでないし、健康にも悪いので心配だよ」：
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

：「返事もできないの！？」の代わりに→「私は、あなた：

：が返事してくれないと、無視されたようで寂しいわ」：
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

：問題となっている“行動”を、非難や判断を除いてそ：

：のまま伝える。そして、その“影響”を具体的に話し：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iてから、“感情”を正直に伝える。相手に考える機会i

iと聞く時問ができ、メッセージの誤解が少なくなる。　i

i　1．行動：「部屋に入られる」「ご飯を食べないと」「返i

：　　　事をしてくれない」　　　　　　　　　　　　：

：　2．影響：「私の生活が覗かれる」「元気がでない」「健i
i　　　康に悪い」「無視されたようで」　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：　3．感情：「恥ずかしいの」「心配している」「寂しし、」：

●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●o●●●●●●●●●●●●●●●o●
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と
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し
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9
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、
3
人
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い
ま
す
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前
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僚
の
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性
と
付
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合
う
よ
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に
な
り
ま
し

た
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夫
は
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す
る
と
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に
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た
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て
、
以
前
か
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合

わ
な
い
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ま
し
た
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い
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す
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に
は
、
好
き
な
人

が
い
る
こ
と
、
夫
か
ら
心
が
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れ
て

い
る
こ
と
を
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ま
し
た
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夫
は
子
ど
も
の
親
権
を
夫
が
取

る
こ
と
を
条
件
に
、
離
婚
に
同
意

し
、
離
婚
届
に
署
名
し
ま
し
た
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夫
の
会
社
は
忙
し
い
け
れ
ど
、
理

解
の
あ
る
エ
・
育
て
可
能
な
環
境
だ

と
思
う
し
、
近
く
に
夫
の
両
親
も
住

ん
で
い
る
の
で
、
協
力
し
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
、
私
も
結
婚
前
か
ら
今
の
会

社
に
正
社
員
で
働
い
て
い
て
、
出
産

の
際
も
産
休
と
保
育
園
で
子
育
て

で
き
て
い
ま
す
し
、
引
取
っ
て
育
て

た
い
の
で
す
。

　
私
の
浮
気
で
離
婚
す
る
場
合
、
親

権
は
と
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今

は
夫
が
親
権
を
取
っ
て
も
、
将
来
、

親
権
を
私
の
方
に
変
え
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こ
と
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で
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る
の
で
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ょ
う
か
。
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問
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と
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が
離
婚
を
決
断
す
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そ
う
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あ
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ま
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親
権
は
、
子
の
利
益
を
判
断
基

準
に
決
め
ま
す
か
ら
、
不
貞
を
し

た
親
は
親
権
を
と
れ
な
い
と
は
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定
は
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き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
離

婚
の
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こ
と
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子
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れ
る

か
ど
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か
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な
い
わ
け
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い
の
で
、
あ
な
た
に
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ん
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一
度
は
父
を
親
権
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と
す
る
離

婚
に
合
意
し
て
い
る
こ
と
、
夫
の

側
に
エ
・
ど
も
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て
る
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件
が
あ

る
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と
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で
す
が
、

あ
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た
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て
る
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が

子
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も
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だ
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い
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事
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が

あ
れ
ば
親
権
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張
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も
い
い

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
今
ま
で
子

育
て
は
ほ
と
ん
ど
母
親
が
担
っ
て

き
た
、
子
ど
も
は
再
婚
を
承
知
の

上
で
冊
と
の
暮
ら
し
を
望
ん
で
い

る
、
そ
の
他
有
利
な
事
情
が
多
け

れ
ば
、
あ
な
た
が
親
権
を
と
れ
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
親
権
で
も
め
て
離
婚
が

で
き
な
い
と
い
う
可
能
性
は
残
り

ま
す
。
離
婚
後
の
親
権
者
の
変
更

申
し
立
て
ば
可
能
で
す
が
、
父
の

養
育
に
問
題
が
な
け
れ
ば
簡
単
に

認
め
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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